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二
年
生
の
担
任
を
し
て
い
る
と
き
、
算
数
の
授
業
で
こ
ん
な
一
コ
マ
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

各
班
に
一
立
方
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
積
木
を
た
く
さ
ん
配
り
ま
し
た
。
一
〇
〇
〇
個

近
く
の
積
木
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
必
死
に
な
っ
て
数
え
始
め
ま
し
た
。
あ
る
班
は
、

一
〇
個
ず
つ
ま
と
ま
り
を
作
っ
て
、
ま
と
ま
り
が
二
こ
で
二
〇
、
五
こ
で
五
〇
と
、
あ

と
で
数
え
た
と
き
、
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
整
理
し
た
の
で
す
。 

 

真
剣
に
数
え
て
い
る
中
、
別
の
班
の
あ
る
子
が
走
っ
て
き
た
ら
机
に
ぶ
つ
か
り
、 

一
〇
こ
ず
つ
の
ま
と
ま
り
は
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
班
の
子
ど
も
た
ち
は
怒
る

の
で
は
な
く
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
積
木
を
一
〇
こ
ず
つ
小
さ
い
袋
に
入
れ
始
め
た

の
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
の
袋
が
一
〇
こ
で
き
た
ら
大
き
な
袋
に
入
れ
、
一
〇
〇
の
ま
と

ま
り
を
作
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
の
班
の
子
ど
も
た
ち
は
、
一
〇
の
ま
と
ま
り
が
崩
れ
た
体
験
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
十
や
百
の
ま
と
ま
り
を
袋
で
自
ら
作
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
一
が
一
〇
こ
で
一
〇
、 

一
〇
が
一
〇
こ
で
一
〇
〇
。
数
学
的
に
言
う
と
「
単
位
の
考
え
」
が
定
着
し
た
瞬
間
で

す
。 

 

二
年
生
の
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
「
一
〇
〇
〇
を
つ
く 

る
」
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
数
「
一
〇
〇
〇
」
を
何
か
し 

ら
の
形
で
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
〇
〇
〇
の
量
感 

を
養
う
意
図
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
子
は
、
一
〇
〇
〇
回
し 

り
と
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ご
家
族
、
お
友
だ
ち
と
一
緒 

に
し
り
と
り
を
つ
な
げ
て
い
く
の
で
す
。
あ
る
子
は
、
ス 

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
は
何
人
ぐ
ら
い
で
渡
る
か
を
調
べ
ま 

し
た
。
ち
な
み
に
夜
の
方
が
人
が
多
く
一
度
に
一
〇
六
五 

人
が
渡
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
あ
る
子
は
、
東
京
女
学
館
か
ら
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
、
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
一
〇
〇
〇
歩
は
ど
こ
か
を
調
べ
ま
し
た
。
ち
な
み
に

南
に
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
山
口
県
下
関
市
、
一
〇
〇
〇
歩
は
チ
ェ
コ
大
使
館
の

少
し
先
だ
そ
う
で
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
体
験
し
た
り
、
発
見
し
た
り
し
た
こ
と
は
、
知
識
や
技
能
の
定

着
を
強
固
な
も
の
に
し
ま
す
。
台
形
の
面
積
公
式
を
、
台
形
を
切
っ
た
り
、
回
し
た
り

す
る
体
験
を
通
し
て
、
自
分
で
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
子
は
、
公
式
を
忘
れ
て
も
再

び
自
ら
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
次
の
学
習
や
生
活
に
思
考
・

判
断
と
し
て
残
り
、
生
か
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

  

さ
て
、
本
校
で
は
「
つ
ば
さ
」
の
授
業
や
学
校
行
事
で
体
験
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

九
月
に
入
っ
て
か
ら
一
年
生
は
「
石
拾
い
」
に
出
か
け
ま
し
た
。
河
川
敷
で
見
つ
け
た

石
に
、
生
活
科
の
授
業
で
装
飾
を
施
し
ま
す
。
自
分
で
見
つ
け
て
き
た
石
だ
か
ら
こ
そ
、

愛
着
が
わ
き
装
飾
の
ア
イ
デ
ア
が
あ
ふ
れ
出
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
二
年
生
は
「
虫
取

り
・
梨
も
ぎ
」
に
出
か
け
ま
し
た
。
虫
が
苦
手
な
子
ど
も
も
、
お
友
だ
ち
が
虫
を
取
っ

て
い
る
姿
を
見
て
、
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
と
意
欲
が
わ
い
て
く
る
の
で
す
。
自
分
で

探
し
て
、
納
得
し
て
も
い
だ
梨
は
美
味
し
い
も
の
で
す
。
三
年
生
は
二
泊
三
日
の
「
館

山
校
外
学
習
」。
磯
採
集
や
う
ち
わ
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
生
き
た
体
験

が
、
海
に
興
味
を
も
ち
魚
が
好
き
に
な
っ
た
り
、
も
の
づ
く
り
の
基
礎
を
培
う
も
の
に

な
っ
た
り
す
る
の
で
す
。 

こ
の
他
に
も
、
三
年
生
は
「
店
員
体
験
」、
四
年
生
・
五
年
生
は
「
社
会
科
見
学
」、

六
年
生
は
「
修
学
旅
行
」。
本
校
で
は
、
秋
だ
け
で
も
こ
れ
だ
け
の
体
験
を
積
み
重
ね

て
い
き
ま
す
。
豊
か
な
体
験
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
お
と
な
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。 
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東 京 女学 館小 学 校 

令和7年10月8日 

館山校外学習 (9月17日～19日)       3年生担任  
まだ夏の暑さが残る中、3 年生は初めての宿泊行事となる館山

に向かいました。まずは伊戸での磯採集。網とバケツを持って、
海の生き物を探します。子どもたちは「先生、こんなに大きなヤ
ドカリがいたよ！」と目を輝かせながら、夢中になって取り組ん
でいました。 

2 日目は沖ノ島へ行きました。｢海辺の鑑定団｣の方々に案内を
していただきながら、自然豊かな島を探検しました。島の中では、
様々な自然の様子を学び、貝拾いでは、自分のお気に入りの貝を
たくさん見つけて、嬉しそうに持ち帰る子どもたちの姿が見られ
ました。午後は職人の皆様のご指導のもと、世界に一つの自分だ
けの房州うちわを作り上げました。また、職人の皆様の繊細な  
作業に感動し、改めて日本の伝統のすばらしさを感じました。 

3 日目は、宿舎前の浜辺を散歩しました。この頃には 3 日間で
学んだ海の生き物の名前や特徴を口にする子も多く、その姿はま
るで小さな海の博士のようでした。渚の博物館におけるウミホタ
ルの発光体験では、自分の手の中でウミホタルが動き、青白い光
を放つ様子に、生き物の生命力や神秘さを感じました。 

3 日間天候に恵まれ、海の自然を目と耳でしっかりと感じ、  
集団生活の難しさを味わいながらも、友だちとの仲を深めていっ
た 3 年生。帰ってきたその姿は、少しお姉さんになったように  
見えました。 

 

2年生 虫とり・梨もぎ  9月29日(月)                              2年生担任  

 雨、曇り予報から一転、天気に恵まれ夏のような暑さとなりました。登校した子ども達はドキドキ

わくわくした気持ちで、準備も早く済ませてバスに乗り込みました。予定より早く多摩川の河川敷

に到着すると、早速虫捕りに…。みんな夢中で網を振り回しました。虫とりタイムを昼食後にも延長

して、かくれんぼが得意な虫たちを一生懸命探しました。こんな虫がとれた！と誇らしげに教えて

くれました。広場でお弁当を食べた後は、上原園さんで梨もぎ。上原さんや農協の方のお話を真剣に

聞きました。梨園では事前学習をいかして「おいしいなし」を探し、大きな梨を3つもぎ、「楽しか

ったね…。」と話し合いながら、重い梨をリュックに背負って満足顔で帰路につきました。 

 またひとつ大きく成長した、2年生。ご家庭でも、虫とり・梨もぎのお話でいっぱいだったことで

しょう。 

2A 児童 

 わたしは虫とりに行く前におとうさまにカブトムシやクワガタのとり方を教

えてもらったので、わたしもとれたらいいなと思っていました。虫とりをする

場しょについたら大きな木の方へ行って、木のはっぱをガサガサとゆらしまし

た。でも何もいませんでした。わたしはちがう虫をとることにしました。つぎ

に赤トンボをねらいましたがつかまえることができませんでした。ちょうはあ

まり高くはとばないのでかんたんだと思っていましたが、とてもすばやくとぶ

ので足がつかれてきました。「もうだめか。」とあきらめようとしたその時、ち

ょうがわたしの近くをぴゅーんととおりすぎていきました。わたしはおいかけ

て、上からあみをすばやくかぶせてちょうをとりました。とてもうれしかった

です。虫をつかまえるのはいがいとむずかしかったけれど楽しかったです。 

 

2B 児童 
上原園さんについたら、まずにもつをおき、なしはかせがなしについて色々

教えてくれました。なしがみどりだったらまだあまくなくて、あざやかな少し
赤が入ったなしはおいしい食べごろだと聞きました。わたしはなしをもぐ時、
ハサミをつかうか、ねじって手でとるかだと思っていましたが、ぜんぜんちが
いました。本当は、なしを上にするだけでかんたんにとることができてびっく
りしました。もしもなしをもぐ時にねじってしまったら気のえだも一しょにお
れてしまうのでかわいそうだと思いました。あとは、なしは中国からやってき
たことと、上原園にニワトリがいるのは、草を食べてくれるためということを
学びました。 
なしもぎをはじめて体けんしたのですが、大きくて色がすてきななしをとる

ことができてとても楽しかったです。お家に三こもってかえってきたので家ぞ
くでおいしくいただきました。 

3A 児童 
校外学習で楽しかったお話を二つします。1つ目は、沖ノ

島のたんけんのことです。前の日の夜の集いで先生が、「地
球のバームクーヘン」というものを教えてくれました。そ
れをたんけんで見ることができました。それは地しんの力
でできたと聞いて、とてもびっくりしました。沖ノ島の海
には魚の赤ちゃんが育つアマモという海草もあると教えて
もらい、森と海はつながっていて、森が元気だと海もきれ
いになることに気づきました。石や海を通して、自然には
長い時間や大きな力でできたひみつがかくれていると思い
ました。 
2 つ目は、海のはくぶつかんでウミホタルを実さいに見

たことです。ウミホタルは名前を聞いた時、大きな生物を
想ぞうしていましたが、実さいに見てみると、とても小さ
くてびっくりしました。はくぶつかんの先生が水の中に入
れると、青い光を出してとてもきれいでした。小さな体な
のに光を出す力をもっている生物がたくさんいるのだと感
じました。この校外学習を通して、自然はただきれいなだ
けでなく、長い時間や大きな力でできた物語を持っている
ことを学びました。これからも自然を大切にして、もっと
いろいろなことを調べてみたいです。 

3B 児童 
 わたしはいそさい集で、カニとヤドカリとエビをと
りました。エビをとった時に、とんでいてにげそうに
なったので、すぐにバケツに入れました。魚もとろう
としたけれど、とれなくてざんねんでした。でも、エ
ビがとれたのでうれしかったです。 
次の日に沖ノ島へ行きました。沖ノ島では、森の中

をたんけんしたり、貝ひろいをしたりして楽しかった
です。たくさん貝をひろいましたが、中でもたから貝
を4つも見つけることができてうれしかったです。少
し大きなまき貝も見つけました。きっとその中にヤド
カリが入っていたのかなと思いました。お友達がひろ
った貝をわたしにくれたこともうれしかったです。 
 お友達と入った温泉は、とても温かくて気持ちが 
よかったです。外のお風ろは、け色がきれいに見えて
楽しかったです。 
夜ごはんもとてもおいしくてたくさん食べることが

できたし、苦手だったチーズケーキも好きになりまし
た。 
 早くねるじゅんびができた日は、みんなでいろんな
話ができて、とてもよい思い出になりました。 
 さい後の日に、魚たちにえさをあげることができた
ことも、うれしくて一生わすれません。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1年生 石拾い 9月25日(木) 

1年生担任  

 1週間前の天気予報は雨。お教室では、て
るてる坊主をつくらなきゃね、と話していま
した。しかし、みんなの日頃の元気パワーが
お空まで伝わったのでしょうか。次第に晴予
報に変わり、当日は、秋晴れの遠足日和とな
りました。 
秋川河川公園までは、バスで1時間半かか

ります。1年生にとっては初めての遠出でし
たが、道中はバスレクで大盛り上がり。あっ
という間に到着しました。 
川に着くと、さっそくお目当ての石を拾い

ます。きれいな色の石、面白い形の石、お土
産に家族に見せたい石。お気に入りの石が見
つかるたびに、嬉しそうにどんどん袋に入れ
る子どもたち。袋もどんどん重くなり…お昼
休憩の場所に戻る頃には、大荷物を運ぶのに
一苦労でした。 
そんなかわいい1年生が、初めての作文に

挑戦しました。ぜひ、笑顔でご一読ください。 
 

すずかけの授業『箏曲』(9月4日 ～ 9月26日) 

担当教諭 

すずかけ「箏曲」の授業は、今年で 25 年目の節目を迎えることがで

きました。今年度も、お箏クラブ顧問の先生ならびに、先生のお嬢様で

演奏家の先生にご指導いただき、子どもたちはお稽古に励みました。 

 1 年生は「ロバさん」に取り組み、初めて触れるお箏の音色を楽しみ

ながら練習しました。4 年生は「越天楽今様」に挑戦し、初めて伴奏を

学びました。初めは「できるかな」と少し緊張した様子も見られました

が、音を合わせるうちに一体感を感じられるようになり、子どもたちの

表情には大きな達成感があふれていました。 

毎年、「良い楽器で、子どもの頃から本物の良さを知ってほしい」とい

う願いを込めてお箏をお貸しくださいます、生田流箏曲松の実會家元で

ある先生に、この場をお借りして心より御礼申し上げます。 

10月の生活目標 「礼儀作法を正しくする」 
礼儀作法は、人と人とが気持ちよく生活するために大切なものです。特に明るい気持ちのよい挨拶や丁寧な言葉遣い、最後まではっきり話すこと

は、生活の基本でもあります。そして、素直に「はい」と返事をする習慣も大切にしたいものです。また、近頃、友だちの名字を呼び捨てにしたり、

乱暴な言葉遣いで話したりしている姿をよく見かけます。相手が不快に思う呼び方や話し方を改め、優しい言葉やきれいな言葉がたくさん聞こえる学

校にしたいと思います。ご家庭でも、「礼儀作法見直し月間」としてお取り組みください。 

東京女学館小学校ホームページ https://tjk.jp/p/ 

白菊会バザー 9月28日(日)                                      総括部長 

 気持ちの良い秋晴れの日に、白菊会のバザーが行われました。在校生はもちろん、保護者につれられた小さなお客

様もたくさんいらっしゃって、会場は大賑わいでした。紙コップにお手玉を投げ入れるカップトスや魚釣り、おやつ

バイキング、ハーバリウム作りなど、例年大人気のお店に今年もたくさんの人が集まっていました。また、「デコ・チ

ョキ・ワークショップ」という、タオルや袋に文字や絵を描くコーナーも大盛況で、工夫を凝らした作品に、みんな

大満足でした。食堂では会食をしながら、在校生や保護者の方が話に花を咲かせていました。企画から当日の販売、

片付けまで、白菊会の方々のご尽力に、感謝の気持ちでいっぱいになりました。白菊会の皆様、本当にありがとうご

ざいました。また来年のバザーを、児童共々楽しみにしております。 

    1A 児童  

 バスにのってあき川についたら、びっくり

しました。なぜなら川がとてもきれいだった

からです。わたしは、おもわず川に入りまし

た。きもちがよかったです。もちろん、いし

をひろうこともわすれません。てのひらサイ

ズとCのいしをひろったあと、おみやげいし

をさがしました。すると、キラキラひかって

いるいしをみつけました。さわるとざらざら

していました。もってかえろうとおもいまし

た。かえったら、かぞくにいしのことをたく

さんはなしました。 

 

1B 児童 

 わたしは、すごいいしをさがしていまし

た。さがしていると、かみなりもようのいし

があって、うれしかったです。ほかに、きれ

いないしもみつけました。おべんとうは2だ

んべんとうで、おいしかったです。おべんと

うのあとは、かわでおんせんをつくりまし

た。さいごにおてあらいにいったとき、どん

ぐりがたくさんおちていたのでひろいまし

た。かえりのバスではクイズをしました。ま

たいきたいです。 

 

「行事予定」は非公開とさせていただきます。 

 

4A 児童 

2回目のお箏の授業で心に残った事は、伴奏です。理由は2

つあります。1つ目はメロディーと伴奏が重なるとすごく、綺

麗な音になるからです。美しい音にとても驚きました。2つ目

は、伴奏をするときに爪をつけないことです。なぜなら、いつ

もは爪をつけて弾いているので少し驚いたからです。私は4年

生になってお箏の知識がとても増えたと思います。 

4B 児童 

今年は「越天楽今様」という曲をひきました。はなれている

音をひくときや、音の動きが速いところがむずかしかったです。

◎の印のとき、待つのを忘れがちでした。2回目の授業では、伴

奏もひけて、とても楽しかったです。先生方に「音色がとても

美しい」とほめていただけて、うれしいです。5年生でもよろし

くお願いします。 

 

10
月
の
行
事 


